
 

正門の近くにあると良いのは？ 

電車音に配慮すると何がベター？ 

50 年後も有効活用するには？ 

などなど… 

 

第３回ワークショップの概要をお知らせします。 

市では、城山中学校の改築に向けて、ワークショップを行いながら、基本計画づくりを進めています。 

９月３０日の第３回ワークショップでは、第 1,2 回の意見を踏まえ、 

方向性を整理しながら新たな配置案などを考えました。 

 

ワーク１｜学校整備コンセプト・方針を考えよう 

  これまでに集まった意見を整理し、整備コンセプトや方針に取り入れたい 

キーワードを選びました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

ワーク 2｜配置を検討してみよう！ 

まず、第 2 回のワークショップで洗い出した意見を振り返り、配置を考えるにあたっての方向性を共有しました。 

工事中の教室環境や完成までの時間（工期の短さ）を大切に考えて、敷地の東側（グラウンド側）を中心に建物を 

建て始める場合の配置案をグループ毎に検討しました。 

 

 

 

 

 

 

 
 

■今後のワークショップの予定 

第 4 回：１０月２８日（月）19 時 00 分から 2 時間程度 

第５回：１１月２６日（火）19 時 00 分から 2 時間程度 

場 所：いずれも城山中学校図書室
 

令和元年 10 月 
宗像市教育委員会 
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宗像市教育委員会学校整備プロジェクト室 

Tel：36－9610 Fax：37－1525 

Mail：gakkoseibi@city.munakata.fukuoka.jp 

≪お問い合わせ先≫ 

＜ 色々な視点から検討し、各グループ発表しました ＞ 

のびのび過ごせる 

多様な人との出会いがある 

先生と話しやすい 

生徒数が多くても不自由しない 

地域のつながり 

福岡教育大学とのつながり 

図書館同士の連携 

集えること 

地域に開かれた（場所） 

人がつながる拠点 

交通・歴史・教育の拠点 

安全・安心 

災害時の拠点として 

災害に強い 

安全安心を加味した機能性のある学校 

 

赤間宿にあう校舎 

バリアフリー 

周辺環境に溶け込む校舎 

シンプル 

自然が豊か 

 

 

充実した運動施設 

のびのび過ごせる体育館 

部活内のコミュニケーションが取れる 

 

 

【多くの人が選んだキーワード】 

コンセプト 

方針を 

まとめよう 

次回のワークショップで  

コンセプトや方針をまとめ、 

 学校づくりに反映していきます。 

新しい城山中学校に反映 


